
様式第３号の２（第７条関係） 

 

審 議 経 過 

 
 

 １ 開会 

 ２ 市長挨拶 

 ３ 会長・副会長の選出 

 ＜立候補、推薦なし＞ 

 事務局案として、 

 ・会長  伊万里市区長会連合会 久浦 克己 委員 

・副会長 伊万里商工会議所 松尾 佐智男 委員 

・副会長 伊万里市子ども会連合会 黒川 敦子 委員 

 ＜異議なし、承認＞ 

 

会長 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 議事（議事進行：会長） 

（１） 報告事項 

資料１をもとに事務局より説明 

＜意見等なし＞ 

 

（２） グループワーク 

事前に配付した資料及び当日配付した追加資料を基に事務局で流れを説明した

後、事務局職員が各グループの進行役として入り、テーマ（リサイクルフェア

について、食品ロス削減について）ごとに課題の洗い出しを行い、その後、協

議会として取組むことができることについて意見交換、発表を行った。 

 

 

Ａグループ 

リサイクルフェアについて 

【まとめ】継続して実施すべき。 

 【意見等】 

  ・フェア自体は、長年の開催により市民の意識の中に刷り込まれている。 

  ・不用品を失くすための取組を止めるべきではない。 

  ・昨年度と比べ来場者が減っているので、会場等を見直すべきだ。 

  ・人が集まるようキッチンカーを出店させるとか考えたほうがよい。 

  ・個人情報の処理が必要になるが会場で携帯電話等の回収ができないか。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食品ロス削減について 

【課題】 

 ・買い物時に買いすぎて、食べきれずゴミになってしまう。 

 ・農作物や果物の生産者が、捌ききれずゴミになってしまう。 

 ・食べるのを忘れて、賞味期限や消費期限が切れてゴミになってしまう。 

 ・飲食店で注文し過ぎて、食べきれずゴミになってしまう。 

【検討できる取組】 

 ・学校等と連携し、生徒を対象にした食品ロス講座の開催。 

 ・食品ロスをなくすためにアプリを活用することができないか。 

 

Ｂグループ 

リサイクルフェアについて 

【まとめ】今後も継続して開催すべき。 

【意見等】 

 ・リサイクルフェアが開催されていることを知らない人も多いので、もっ 

と周知を図るべきだ。 

  ・リサイクルバザーは一部の団体が継続して参加されているようだが、も 

っと個人やグループが参加しやすいように工夫すべきだ。 

  ・リサイクルフェアに合わせ委員の母体（事業所）の取組を紹介するブー 

スを設けてはどうか。 

  ・雨天対策もあり会場を今年度は立花コミュニティセンターに変更された 

とのことだが、場所が分かりにくく、会場が狭いため来場者が少なかっ 

た。会場と内容を検討した方がよい。 

 

 食品ロス削減について 

 【課題】 

  ・市が取り組んでいる「てまえどり」活動や３０１０運動の周知が不足し 

ている。 

  ・買い物時に特売品をついつい購入し、食べきれずゴミになってしまう。 

 

 【検討できる取組】 

  ・委員の所属団体で食品ロス削減に取り組む。周知啓発を図る。 

  ・食品ロス削減に関するカードを作成し、ゲームを行うことで削減につな 

げる。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｃグループ 

 リサイクルフェアについて 

 【まとめ】会場や内容を見直し、今後も開催する。 

 【意見等】 

  ・委員がリサイクルについて会場で呼びかけてはどうか。 

  ・キッチンカーを呼んで、そこで出たゴミをフェア中に分別することで来

場者にゴミの分別処理に対する意識を向上させることができるのはない

か。 

  

 食品ロス削減について 

【課題】 

 ・スーパー等で賞味期限や消費期限が分かりやすいように陳列を工夫した 

方がよいのではないか。 

  ・子どもに対する食育に力を入れた方がよいのではないか。 

【検討できる取組】 

 ・委員として、この協議会で出た意見等を持ち帰り、共有する。 

 

 

事務局 

 

５ その他 

（特に意見なし） 

今回のグループワークでの意見を集約し、今後に活かしていく。 

 

   

 

６ 閉会 

 

 


